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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 3,462 △0.3 35 326.0 △17 ― △35 ―

26年３月期第２四半期 3,473 3.7 8 △80.7 △31 ― △53 ―
(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 △7百万円( ―％) 26年３月期第２四半期 △83百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 △1.49 ―

26年３月期第２四半期 △2.97 ―
　

（注）当社は平成25年12月６日付でライツ・オファリング（ノンコミットメント型／上場型新株予約権の無償割当て）
に基づく新株予約権の株主割当てを行い、当該新株予約権の払込が完了しております。ライツ・オファリングに基づく
払込金額は時価よりも低いため、前連結会計年度の期首に当該ライツ・オファリングに基づく払込が行われたと仮定し
て、１株当たり当期純利益を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 9,625 4,416 42.0

26年３月期 10,035 4,460 40.6
(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 4,039百万円 26年３月期 4,069百万円
　　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 0.00 ― 1.40 1.40

27年３月期 ― 0.00

27年３月期(予想) ― 1.40 1.40

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　
　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,500 1.1 100 △60.9 20 △88.0 0 ― 0.00
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 23,484,226株 26年３月期 23,484,226株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 350株 26年３月期 50株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 23,484,081株 26年３月期２Ｑ 18,145,702株
　

（注）当社は平成25年12月６日付でライツ・オファリング（ノンコミットメント型／上場型新株予約権の無償割当て）
に基づく新株予約権の株主割当てを行い、当該新株予約権の払込が完了しております。ライツ・オファリングに基づく
払込金額は時価よりも低いため、前連結会計年度の期首に当該ライツ・オファリングに基づく払込が行われたと仮定し
て、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
●この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
●本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、これまでの政府・日銀による経済・金融政策実施の効果や米

国を中心とした世界経済の底堅さを背景に、総じて緩やかな景気回復基調で推移いたしましたが、足許では輸入物

価の上昇を背景とした国内物価の上昇圧力、夏場における天候不順の影響や欧州の景気見通しの悪化などを背景に

先行き不透明な状況となっております。

このような状況下、当第２四半期連結累計期間における連結業績につきましては、売上高3,462百万円(前年同期

比0.3％減)、営業利益35百万円(前年同期比326.0％増)、経常損失17百万円(前年同期比13百万円損失減)、四半期

純損失35百万円(前年同期比18百万円損失減)となりました。

セグメント別の業績については以下の通りです。

出版事業におきましては、書店店頭販売減少の影響があったものの、広告収入や電子書籍販売が引き続き好調

で、計画的な刊行を実施したこともあり、売上高1,198百万円(前年同期比4.4％増)、セグメント利益(営業利

益)116百万円(前年同期比42.0％増)と増収増益になりました。

コーポレートサービス事業におきましては、消費税引き上げに伴う受注反動減の影響や外資系クライアントから

の引き合いが第２四半期連結会計期間の前半において弱含みで推移したこと、及び新規先開拓のための先行投資費

用の計上などにより、売上高382百万円(前年同期比6.3％減)、セグメント利益(営業利益)41百万円(前年同期比

24.8％減)となりました。

ソフトウェア・ネットワーク事業におきましては、スマートフォンコンテンツ・メディア事業が引き続き順調に

拡大する中で、第１四半期連結会計期間において事業環境相応の先行投資も並行的に行ったことなどにより、売上

高750百万円(前年同期比20.7％増)、セグメント損失(営業損失)６百万円(前年同期比51百万円損失減)となりまし

た。

インターネットカフェ事業におきましては、店舗内装工事の実施やＰＣ入替など、引き続き競争力向上のための

諸施策を実施したことなどから、売上高612百万円(前年同期比4.9％減)、セグメント利益(営業利益)10百万円(前

年同期比64.9％減)となりました。

教育・人材事業におきましては、ＩＴ・医療人材紹介事業及び研修事業が引き続き好調に推移したものの、利益

率の高いサーバ製品の受注が弱含みで推移したことなどにより、売上高483百万円(前年同期比5.3％減)、セグメン

ト損失(営業損失)11百万円(前年同期はセグメント利益５百万円)となりました。

投資運用事業におきましては、前年度にあった大口債券償還の反動減などにより、売上高35百万円(前年同期比

74.6％減)、セグメント利益(営業利益)は17百万円(前年同期比9.0％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、営業投資有価証券113百万円増加、現金及び預金406百万円減

少、並びに受取手形及び売掛金232百万円減少を主因に、前連結会計年度末比410百万円減の9,625百万円となりま

した。負債については、有利子負債310百万円減少及買掛金74百万円減少を主因に、前連結会計年度末比365百万円

減の5,209百万円となりました。純資産については、その他有価証券評価差額金38百万円増加、利益剰余金67百万

円減少、及び少数株主持分14百万円減少を主因に、前連結会計年度末比44百万円減の4,416百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、2,725百万円と前連結会

計年度末比366百万円の減少(前年同期は124百万円の減少)となりました。

営業活動の結果得られた資金は52百万円(前年同期比58.1％減)となりました。収入の主な内訳は売上債権の減少

232百万円であり、支出の主な内訳はたな卸資産の増加98百万円及び仕入債務の減少74百万円であります。

投資活動の結果使用した資金は47百万円(前年同期比59.9％減)となりました。収入の主な内訳は投資有価証券の

売却による収入７百万円であり、支出の主な内訳は有形固定資産の取得による支出34百万円及び定期預金の預入に

よる支出10百万円であります。

財務活動の結果使用した資金は373百万円(前年同期比180.8％増)となりました。収入の主な内訳は社債の発行に

よる収入284百万円及び長期借入れによる収入150百万円であり、支出の主な内訳は社債の償還による支出589百万

円及び長期借入金の返済による支出121百万円であります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年10月29日付で開示いたしました「当社子会社の第２四半期連結累計期間の業績予想値との差異および通期

業績予想の修正に関するお知らせ」の内容のとおり、教育・人材事業をおこなう子会社において連結業績予想が修正

されたこと、および出版事業において、今後進行する電子化への対応の一層の前倒しを検討しており、倉庫の効率化

やそれに伴う在庫水準の圧縮などを見込んでいることから、営業利益、経常利益及び当期純利益につきまして、平成

26年５月９日に公表しました平成27年３月期の連結業績予想を下記のとおり修正いたしました。

　スマートフォンやオンラインゲームコンテンツの開発・マーケティング投資も継続して行い、今後の収益拡大へ

の基盤増強を図っていく所存です。(本修正内容は、平成26年10月29日に「業績予想の修正に関するお知らせ」として

公表済みです。)

■平成27年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成26年４月１日～平成27年３月31日)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,500 270 200 100 4.26

今回発表予想(B) 7,500 100 20 0 0.00

増減額(B－A) 0 △170 △180 △100 ―

増減率(%) 0.0 △63.0 △90.0 △100.0 ―

(ご参考)前期連結実績
(平成26年３月期)

7,419 255 166 64 3.39

業績予想の状況に関する注記

当社は平成25年12月６日付でライツ・オファリング（ノンコミットメント型/上場型新株予約権の無償割当て）に基

づく新株予約権の株主割当てを行い、当該新株予約権の払込が完了しております。ライツ・オファリングに基づく払

込金額は時価よりも低いため、前連結会計年度（平成26年３月期）の期首に当該ライツ・オファリングに基づく払込

が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。

（業績等の予想に関する注意事項）

上記の業績等の予想数字につきましては現時点で得られた情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確定な要素

を含んでおります。従いまして実際の業績等は、業況の変化などにより、上記業績予想とは異なる場合がありますこ

とをご承知おきください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,310 2,903

受取手形及び売掛金 1,654 1,422

有価証券 20 20

営業投資有価証券 741 854

商品及び製品 1,009 1,055

仕掛品 91 141

原材料及び貯蔵品 19 21

繰延税金資産 84 27

その他 105 112

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 7,037 6,560

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,618 1,626

減価償却累計額 △805 △833

建物及び構築物（純額） 812 792

土地 1,089 1,089

その他 946 926

減価償却累計額 △829 △822

その他（純額） 116 104

有形固定資産合計 2,018 1,987

無形固定資産

その他 46 43

無形固定資産合計 46 43

投資その他の資産

投資有価証券 208 221

敷金及び保証金 412 412

繰延税金資産 171 208

その他 148 198

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 933 1,034

固定資産合計 2,998 3,064

資産合計 10,035 9,625

決算短信 （宝印刷）  2014年10月31日 10時33分 8ページ （Tess 1.40 20131220_01）



SEホールディングス・アンド・インキュベーションズ株式会社(9478) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

－ 7 －

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 453 378

1年内償還予定の社債 874 647

短期借入金 908 863

未払法人税等 61 18

賞与引当金 36 39

返品調整引当金 128 119

その他 505 549

流動負債合計 2,967 2,616

固定負債

社債 1,286 1,224

長期借入金 888 912

役員退職慰労引当金 73 75

退職給付に係る負債 245 255

資産除去債務 30 30

再評価に係る繰延税金負債 8 8

その他 74 86

固定負債合計 2,608 2,592

負債合計 5,575 5,209

純資産の部

株主資本

資本金 1,534 1,534

資本剰余金 1,853 1,853

利益剰余金 564 496

自己株式 △0 △0

株主資本合計 3,952 3,884

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 101 139

土地再評価差額金 15 15

その他の包括利益累計額合計 116 155

新株予約権 4 4

少数株主持分 386 371

純資産合計 4,460 4,416

負債純資産合計 10,035 9,625
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 3,473 3,462

売上原価 2,242 2,104

売上総利益 1,230 1,358

返品調整引当金戻入額 34 9

差引売上総利益 1,265 1,367

販売費及び一般管理費 1,257 1,331

営業利益 8 35

営業外収益

受取利息 2 0

受取配当金 0 0

投資有価証券売却益 8 -

負ののれん償却額 0 -

その他 5 4

営業外収益合計 17 5

営業外費用

支払利息 25 22

社債発行費 10 15

支払保証料 10 7

その他 9 14

営業外費用合計 56 59

経常損失（△） △31 △17

特別利益

固定資産売却益 0 0

新株予約権戻入益 0 0

持分変動利益 - 0

特別利益合計 1 0

特別損失

固定資産除却損 0 3

投資有価証券評価損 0 -

特別損失合計 0 3

税金等調整前四半期純損失（△） △30 △21

法人税、住民税及び事業税 13 13

法人税等調整額 6 11

法人税等合計 20 24

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △50 △45

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3 △10

四半期純損失（△） △53 △35
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △50 △45

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △33 38

その他の包括利益合計 △33 38

四半期包括利益 △83 △7

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △86 3

少数株主に係る四半期包括利益 3 △10
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △30 △21

減価償却費 68 68

長期前払費用償却額 7 6

固定資産除却損 0 3

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

投資有価証券評価損益（△は益） 0 -

投資有価証券売却損益（△は益） △8 -

のれん償却額 3 -

負ののれん償却額 △0 -

社債発行費 10 15

新株予約権戻入益 △0 △0

持分変動損益（△は益） - △0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 9

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） - 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △7 3

返品調整引当金の増減額（△は減少） △34 △9

受取利息及び受取配当金 △2 △1

支払利息 25 22

為替差損益（△は益） 1 6

売上債権の増減額（△は増加） 287 232

たな卸資産の増減額（△は増加） △144 △98

仕入債務の増減額（△は減少） 26 △74

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △6 △74

未払消費税等の増減額（△は減少） △3 17

未収消費税等の増減額（△は増加） 7 0

その他 △57 17

小計 153 126

利息及び配当金の受取額 1 0

利息の支払額 △26 △22

法人税等の支払額 △15 △54

法人税等の還付額 12 3

営業活動によるキャッシュ・フロー 125 52
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △0 △10

有形固定資産の取得による支出 △103 △34

有形固定資産の売却による収入 0 0

投資有価証券の取得による支出 △28 -

投資有価証券の売却による収入 13 7

無形固定資産の取得による支出 △9 △6

無形固定資産の売却による収入 - 1

長期前払費用の取得による支出 △1 △5

敷金及び保証金の差入による支出 △0 △1

敷金及び保証金の回収による収入 9 1

預り保証金の受入による収入 1 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △118 △47

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 70 △57

長期借入れによる収入 420 150

長期借入金の返済による支出 △352 △121

社債の発行による収入 239 284

社債の償還による支出 △477 △589

リース債務の返済による支出 △1 △2

新株予約権行使による収入 - 0

配当金の支払額 △31 △32

少数株主への配当金の支払額 - △3

その他 - △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △133 △373

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △124 △366

現金及び現金同等物の期首残高 2,533 3,092

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,409 2,725
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

出版
コーポ
レート
サービス

ソフト
ウェア・
ネット
ワーク

インター
ネット
カフェ

教育・
人材

投資運用 計

売上高

(1)外部顧客に対する売
上高 1,148 408 621 643 510 140 3,473 ― 3,473

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高 25 0 47 ― 8 ― 81 △81 ―

計 1,173 408 668 643 519 140 3,554 △81 3,473

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
81 55 △57 30 5 19 134 △125 8

(注) １ セグメント利益又はセグメント損失の調整額△125百万円には、セグメント間の内部取引消去21百万円及び

各報告セグメントに配分していない全社費用△147百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメン

トに帰属しない当社の売上原価及び一般管理費であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

出版
コーポ
レート
サービス

ソフト
ウェア・
ネット
ワーク

インター
ネット
カフェ

教育・
人材

投資運用 計

売上高

(1)外部顧客に対する売
上高 1,198 382 750 612 483 35 3,462 ― 3,462

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高 25 2 37 ― 5 ― 70 △70 ―

計 1,224 384 788 612 489 35 3,533 △70 3,462

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
116 41 △6 10 △11 17 168 △132 35

(注) １ セグメント利益又はセグメント損失の調整額△132百万円には、セグメント間の内部取引消去21百万円及び

各報告セグメントに配分していない全社費用△154百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメン

トに帰属しない当社の売上原価及び一般管理費であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度より、従来「その他」に含まれていた「有価証券投資事業」について量的な重要性が増したため、

事業名称を「投資運用事業」と変更した上で、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第２四半期連結累計期間のセグメント情報につい

ては、変更後の報告セグメントにより作成しており、前連結会計年度の第２四半期連結累計期間に開示した報告セ

グメントとの間に相違が見られます。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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